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神揃山（かみそろいやま）で集合写真 

神揃山（かみそろいやま）への三之宮神社の入口(急坂) 

1,000 年以上続く神事「座問答」 

比々多神社暴れ御輿 

比々多神社によるちまき撒き 

                     
 

１ 

文
字
通
り
の
五
月
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
相
模
随
一
と
い
わ
れ
る

国
府
祭
（
こ
う
の
ま
ち
）
見
学

ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

大
磯
と
い
う
比
較
的
遠
隔
地

で
８
時
４５
分
と
い
う
早
い
集

合
時
間
で
し
た
が
、
多
く
の
ご

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
大
磯
駅

発
の
８
時
５５
分
発
の
バ
ス
に

乗
り
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
入

口
で
下
車
し
、
祭
場
へ
向
か
い

ま
し
た
。 

相
模
国
の
総
社
、
六
所
神
社
か

ら
の
行
列
の
休
憩
場
所
と
も
い

え
る
「
見
合
い
の
松
」
で
今
日

国
府
祭
ウ
ォ
ー
ク 

5
月
5
日
（
火
） 

参
加
者
49
名

 

 

 大
山
道
標 

わ
ら
じ 

の
祭
り
の
説
明
を
班
毎
に
行
い
、
出
店
の
準
備
も
始
ま
っ
て
い
る
逢
親

場
（
お
お
や
ば
）
と
よ
ば
れ
る
神
対
面
の
場
所
と
な
る
馬
場
公
園
で
休

憩
し
た
後
、
相
模
五
社
が
集
い
祭
事
を
行
う
神
揃
山
（
か
み
そ
ろ
い
や

ま
）
に
向
か
い
ま
し
た
。
五
社
の
神
揃
山
祭
場
か
ら
の
出
口
と
二
宮
神

社
の
入
口
を
過
ぎ
、
三
之
宮
神
社
の
入
口
の
急
坂
を
上
り
、
化
粧
塚
を

過
ぎ
、
祭
場
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
祭
場
の
説
明
を
行
い
、
五
社
の
入

場
を
待
ち
ま
し
た
。
一
之
宮
寒
川
神
社
、
二
之
宮
川
勾
神
社
に
続
い
て

我
ら
三
之
宮
比
々
多
神
社
の
神
輿
行
列
の

入
場
で
す
。
他
の
神
社
と
異
な
る
「
イ
ヤ

ー
ト
サ
ッ
セ
ー
（
弥
遠
に
栄
え
賜
え
）
」
の

掛
け
声
と
共
に
、
白
木
の
神
輿
を
左
右
に

傾
け
る
「
暴
れ
神
輿
」
で
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
四
之
宮
前
鳥
神

社
、
平
塚
八
幡
宮
の
入
場
が
終
わ
る
と
三

之
宮
の
ち
ま
き
撒
き
行
事
が
行
わ
れ
、
続

い
て
神
揃
山
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
座
問
答

と
な
り
ま
す
。 

恒
例
の
三
之
宮
宮
司
に
よ
る

「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」
で
神
事
も

終
え
、
昼
食
休
憩
の
後
集
合
写
真

を
撮
り
、
馬
場
公
園
へ
戻
り
解
散

と
し
ま
し
た
。 

五
社
に
対
面
の
逢
親
場
に
向
か

う
総
社
の
六
社
神
社
の
御
霊
代

（
み
た
ま
し
ろ
）
の
大
行
列
は
解

散
後
に
バ
ス
停
に
戻
る
途
中
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
見
合
い
の
松
ま
で
来
る
と
、

騎
乗
の
国
司
役
（
大
磯
町
長
）
と

宮
司
は
こ
こ
で
下
馬
し
た
後
、
行

ウォーク詳細はこちらの 
QR からスマホで確認！ 

列
は
御
霊
代
を
逢
親
場
（
馬
場
公
園
）
奥
の
行
在
所
に
安
置
し
ま
す
。
巫

女
舞
の
奉
納
、
舟
舞
台
で
の
鷺
の
舞
に
よ
る
歓
迎
と
共
に
、
総
社
の
神

輿
と
神
揃
山
か
ら
下
り
て
き
た
五
社
の
神
輿
行
列
の
入
場
、
御
分
霊
（
守

公
神
）
と
総
社
の
御
霊
代
と
の
対
面
儀
式
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
六
社

の
神
輿
の
競
演
な
ど
見
ど
こ
ろ
は
続
き
ま
す
が
、
全
部
付
き
合
う
の
は

体
力
と
気
力
と
時
間
の
余
裕
が
必
要
で
す
。
特
に
こ
の
国
府
祭
は
、
律

令
時
代
の
国
の
成
り
立
ち
や
、
国
司
と
神
社
の
関
係
を
な
ぞ
っ
た
も
の

で
、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
み
た
り
、
六
社
各
神
社
の
神
輿
の

ド
ッ
コ
イ
担
ぎ
と
甚
句
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
と
、
三
之
宮
の
神
輿
の

迫
力
な
ど
の
相
模
随
一
と
い
わ
れ
る
大
祭
を
新
緑
の
な
か
で
楽
し
む
こ

と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

渡
辺 
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第
29
回
観
ボ
ラ
総
会
5
月
20
日
盛
会
に
成
功 

 
萩
原
鉄
也
市
長
、
宮
村
進
一
教
育
長
ほ
か
激
励
の
挨
拶 

蔦
本
会
長
、
矢
野
事
務
局
長
留
任
、
新
役
員
7
人 

 

5
月
20
日
午
後
1
時
30
分
よ
り
開
会
さ
れ
た
観
ボ
ラ
29
回
総
会
は
、
伊
勢
原
市
中

央
公
民
館
で
開
会
し
、
議
長
倉
持
好
男
さ
ん
と
平
節
子
さ
ん
を
選
ら
び
開
催
さ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
を
確
認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

蔦
本
明
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
萩
原
市
長
は
29
年
に
わ
た
り
、
伊
勢
原
の
観
光
振
興 

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
今
後
の
活
動
に
期
待
し
て
激
励
の
挨
拶
。
来
賓
は
、

ほ
か
に
、
宮
村
教
育
長
、
渡
辺
紀
之
県
会
議
員
、
市
職
員
幹
部
、
市
川
清
美
市
観
光
協 

会
事
務
局
長
、
逢
坂
伸
一
学
ボ
ラ
会
長
、
滝
沢
省
吾
甲
冑
隊
隊
長
な
ど
が
友
好
的
激
励 

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
顧
問
の
端
山
清
さ
ん
、
荻
野
康
雄
さ
ん
、
宮
崎
武
雄
さ
ん
を 

紹
介
し
ま
し
た
。
直
、
篠
原
啓
介
さ
ん
は
所
用
で
欠
席
で
し
た
。
衆
議
院
議
員
佐
藤
ま 

さ
し
秘
書
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

第 29 回観ボラ総会風景 

 

２ 

 

議
案
提
案
を
確
認 

第
１
号
議
案=

経
過
報
告
と
今
後
の
計
画
を
蔦
本
会
長 

第
２
号
議
案=

会
計
報
告
・
予
算
を
矢
野
事
務
局
長 

第
３
号
議
案
＝
役
員
選
出
を
蔦
本
会
長
が
提
案
し
て
討

議
し
て
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
確
認
し
ま
し
た
。 

役
員
の
多
く
は
留
任
、
新
役
員
７
人
選
出 

蔦
本
会
長
、
矢
野
事
務
局
長
他
多
く
の
役
員
は
留
任
さ 

れ
、
新
役
員
に
新
人
３
人
、
新
協
力
役
員
４
人
選
出
さ 

れ
、
今
後
の
活
動
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。 

退
任
役
員
は
４
人 

永
年
役
員
だ
っ
た
若
林
ミ
ヤ
子
さ
ん
、
山
本
玉
代
さ
ん

山
口
靖
之
さ
ん
、
三
上
利
栄
さ
ん
が
退
任
し
ま
し
た
。 

な
お
山
口
さ
ん
と
三
上
さ
ん
は
顧
問
に
推
薦
さ
れ
、
三

上
さ
ん
は
引
き
継
い
で
大
河
ド
ラ
マ
の
運
動
と
観
ボ
ラ

ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
に
参
加
し
ま
す
。
来
年
は
記
念
の
30

回
総
会
、
前
進
す
る
１
年
の
活
動
方
針
、
予
算
、
役
員

が
決
ま
り
期
待
高
ま
る
総
会
で
し
た
。
記
念
講
演
は
山

口
家
・
山
口
賢
人
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。 

一
般
ガ
イ
ド
・
英
語
ガ
イ
ド
講
座
共
に 

定
員
は
15
人
、
受
け
付
け
順 

伊
勢
原
は
関
東
の
霊
峰
大
山
が
あ
り
、
人
の
存

在
歴
史
2
万
8
千
年
を 

誇
り
、
多
く
の
史
跡
が
あ 

り
ま
す
。
こ
の
特
徴
を
生 

か
し
て
、
観
光
振
興
と
街 

興
し
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

約
3０
年
活
動
し
て
グ
リ 

ー
ン
の
帽
子
が
映
え
る
観 

ボ
ラ
が
実
施
す
る
ガ
イ
ド 

講
座
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

一
般
ガ
イ
ド
講
座
～
相
模
の
国
式
内
社
が
市
内

に
3
カ
所
あ
り
（
阿
夫
利
神
社
、
比
々
多
神

社
、
高
部
屋
神
社
）
ま
た
、
文
武
両
道
の
太
田

道
灌
の
足
跡
と
非
業
の
死
を
遂
げ
た
伊
勢
原
に

は
墓
が
２
つ
あ
り
、
な
ど
歴
史
史
跡
の
現
地
を

訪
ね
講
座
で
学
び
、
市
内
外
の
人
々
に
案
内
出

来
る
よ
う
に
学
び
ま
す
。 

英
語
ガ
イ
ド
講
座
～
外
国
人
観
光
客
は
い
ま
や

3
千
万
人
余
。
大
山
に
来
る
人
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
大
山
バ
ス
ケ
ー
ブ
ル
終
点
に
あ
る
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
年
間
約
50
日

間
外
国
人
観
光
客
に
資
料
渡
し
た
り
説
明
し
た

り
す
る
業
務
に
協
力
で
き
る
よ
う
に
学
び
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
ガ
イ
ド
講
座
を
実
施
し
て
、
自
己

実
現
と
伊
勢
原
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
楽
し
み

挑
戦
し
て
み
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
修
了
後
は

観
ボ
ラ
の
活
動
に
参
加
で
き
る
市
民
活
動
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

申
込
み
先 

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

6
月
2
日
萩
原
市
長
と
懇
談 

大
河
ド
ラ
マ
放
映
運
動
放
映
に
協
同 

「
太
田
道
灌
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
！
」

取
り
組
ん
で
か
ら
12
年
目
。
6
月
2
日
、

推
進
実
行
委
員
側
は
9
人
が
参
加
、
市
長
さ

ん
他
、
担
当
部
長
や
課
長
・
係
長
7
人
が
出

席
し
て
、
①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
６
回
陳
情
に
は
市
長

は
ご
同
行
願
い
た
い
と
、
②
道
灌
オ
ペ
ラ
を

道
灌
ま
つ
り
の
前
夜
祭
と
し
て
実
施
し
た

ら
、
③
道
灌
の
墓
の
整
備
を
、
④
道
灌
関
連

の
自
治
体
の
交
流
を
積
極
的
行
な
う
、
⓹
歴

史
資
料
館
と
道
灌
像
の
建
設
な
ど
を
、
中
心

に
行
い
ま
し
た
。
期
待
で
き
る
内
容
の
あ
る

懇
談
で
し
た
。
こ
の
席
上
、
署
名
は
31
万
９

５
２
７
筆
に
前
進
し
て
い
る
こ
と
、
河
野
太

郎
衆
議
院
議
員
の
陳
情
の
協
力
を
要
請
し
て

い
る
こ
と
な
ど
表
明
し
て
懇
談
し
、
期
待
高

ま
る
懇
談
で
し
た
。 

推
進
実
行
委
員
側
の
参
加
者
は
、
太
田
資

暁
、
尾
崎
孝
、
佐
藤
哲
男
、
三
上
利
栄
、
前

田
秀
資
、
鳥
海
増
雄
、
渡
部
桂
子
、
逢
坂
伸

一
、
滝
沢
省
吾
さ
ん
で
し
た
。 

 

＊
い
せ
は
ら
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会 

総
会
で
事
務
局
長
に 

天
野
隆
史
さ
ん
就
任 

市
民
大
学
は
９
月
26
日
開
講
予
定 

 

＊
い
せ
は
ら
手
作
り
甲
冑
隊 

総
会
で
滝
沢
省
吾
さ
ん
隊
長
に
再
任 

第 15 回観光ガイド養成講座 

第
16
期 

観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
7
月
11
日 

≪

14
時
か
ら
開
講≫

 



 

               

 

       

 

観
ボ
ラ
２
５
周
年
記
念
誌
掲
載
の
詩
が 

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す 

 
 

 
 
  

観
ボ
ラ 

三
上
利
栄 

 

観
ボ
ラ
２
５
周
年
の
記
念
冊
子
に
セ
ン
ト
ラ
ル

レ
コ
ー
ド
歌
手
小
倉
恵
子
さ
ん
が
寄
稿
し
て
く
れ

た
「
あ
り
が
と
う 

感
謝
」
の
詩
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
ご
存
じ
の
方
は
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
、

こ
の
詩
が
歌
と
な
り
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
久
方
に
恵
子
さ
ん
の
お
店
を
訪
問
し
て
知

り
、
感
激
し
て
い
ま
す
。
詩
を
紹
介
し
ま
す
ね
。 

 

１
・
青
い
空
に
は 

白
い
雲 

凛
と
し
て
育
て
て
く
れ
た
母
の
よ
う 

街
を
見
守
る
緑
豊
か
な 

大
山
も 

時
代
を
繋
ぎ 

生
命
を
尊
び 

忍
耐 

友
愛 

教
え
て
く
れ
た 

朝
な
夕
な
に 

手
を
合
わ
す 

２
・
歌
が
支
え
と 

生
き
て
き
た 

迷
い
道 

女
の
涙 

幾
度
か 

日
本
遺
産
の
花
と
緑
の 

大
山
も 

朝
日
に
輝
き 

夕
日
を
背
に
し 

明
日
が
あ
る
さ
と 

希
望
く
れ
る 

素
直
に
今
日
も 

あ
り
が
と
う 

 
 

３
・
恋
の
伊
勢
原
夢
の
街 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

詩
づ
く
り
育
て
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

街
の
歴
史
と
時
代
の
流
れ
ひ
も
と
け
ば 

湧
水
今
も 

風
光
明
媚 

花
咲
く
緑
の 

住
み
良
い
街
よ 

今
日
も
明
日
も 

あ
り
が
と
う 

 
 こ

の
素
敵
な
詩
が
、
い
ま
歌
と
な
り
カ
ラ
オ
ケ
全
国

に
流
れ
て
い
る
の
で
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
観
ボ
ラ

結
成
と
同
時
期
に
小
倉
恵
子
さ
ん
が
「
恋
の
伊
勢
原

夢
の
街
」
の
レ
コ
ー
ド
を
出
し
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

に
掲
載
さ
れ
た
の
を
見
て
、
こ
の
歌
は
伊
勢
原
を
表

し
て
お
り
、
観
ボ
ラ
の
ガ
イ
ド
に
マ
ッ
チ
す
る
歌
だ

か
ら
、
ご
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
と
私
が
電
話
し

て
、
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
員
に
な
っ
て

も
ら
い
、
以
来
、
約
３
０
年
の
お
付
き
合
い
で
す
。 

 

そ
の
後
、
小
倉
さ
ん
は
「
あ
あ
道
灌
」
の
歌
な
ど

発
表
し
て
今
の
人
気
と
地
位
が
あ
り
ま
す
。 

 

観
ボ
ラ
３
０
年
の
向
か
う
年
に
、
祝
う
集
い
を
や

る
と
し
た
ら
、
小
倉
恵
子
さ
ん
に
あ
の
美
声
で
う
た

っ
て
ほ
し
い
の
記
念
の
歌
だ
と
思
う
の
で
す
が
。
音

痴
の
私
も
覚
え
た
い
一
曲
で
す
。 

    
 

   

３ 

伊
勢
原
川
柳
会
（
ひ
ね
朗
会
）
５
月
期 

 

テ
ー
マ
「
災
害
・
地
震
」 

 

災
害
は
地
震
雷
馬
鹿
統
治 

我
が
人
生
災
い
越
え
て
今
が
あ
る 

戦
争
は
最
も
過
酷
な
人
災
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
玄 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
そ
の
暇
無
し 

富
士
山
は
爆
発
し
て
も
世
界
一 

地
震
雷
火
事
親
父
ど
こ
へ
行
っ
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栄
泉 

防
災
省
出
番
が
来
た
の
に
姿
な
し 

為
政
者
は
現
地
を
確
認
早
く
手
を 

し
な
い
し
な
い
な
ん
に
も
し
な
い
サ
ナ
エ
で
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
の
み
ま
す 

逃
げ
ま
ど
う
避
難
場
所
不
明
富
士
ふ
ん
火 

も
ち
出
し
た
衣
類
に
こ
げ
め
母
の
顔 

思
い
出
す
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
ぼ
や
消
火 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

康
雄 

  

首
揃
え
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

栄
泉 

若
者
は
デ
ー
ト
の
つ
い
で
に
墓
参
り 

 

き
な
臭
い
こ
の
頃
暗
い
記
事
多
し 

 

終
活
し
い
つ
ま
で
元
気
シ
ニ
ア
族 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

と
ー
ふ
ー 

 

俳 

句 
 

佐
藤
和
夫 

野
仏
に
供
え
る
如
く
彼
岸
花 

乳
母
車
止
ま
れ
ば
留
る
赤
と
ん
ぼ 

表
札
の
虚
し
き
空
き
家
柿
熱
る
る 

 
 

「
自
由
句
」 

 

女
だ
て
ら
に
悪
男
の
真
似
ば
か
り 

梅
雨
前
に
ア
ジ
サ
イ
咲
く
雨
を
待
つ 

良
く
似
合
う
梅
雨
に
艶
増
す
ア
ジ
サ
イ
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栄
泉 

視
力
落
ち
同
時
に
増
え
た
探
し
物 

ト
ラ
ン
プ
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
祟
り
な
し 

災
い
も
百
年
過
ぎ
れ
ば
歴
史
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
玄 

武
器
輸
出
平
和
の
国
は
終
わ
っ
た
よ  

ふ
ざ
け
る
な
憲
法
改
悪
選
挙
せ
よ 

核
家
族
首
都
優
先
の
セ
ン
タ
ー
映
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
の
み
ま
す 

キ
ョ
ッ
キ
ヨ
キ
ヨ
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
尾
根
の
ぼ
る 

バ
ラ
の
咲
く
洋
館
建
つ
あ
か
ね
台 

ア
ジ
サ
イ
花
墨
田
の
花
火
七
変
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

康
雄 

 

雨
の
熱
海
を
歩
く 

 
観
ボ
ラ
副
会
長 

前
田
秀
資 

  

い
せ
は
ら
カ
ン
ボ
ラ
で
は
従
来
、
企
画
ウ

ォ
ー
ク
を
年
間
２
０
回
程
度
、
開
催
し
て
き

ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
近
年
、
夏
の
暑
さ
が
非
常
に
厳

し
く
な
り
、
夏
場
の
企
画
を
完
全
休
止
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
７
〜
８

月
の
催
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

１
企
画
あ
た
り
の
平
均
参
加
者
は
３
３

名
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
役
員
数
は
約
１
３
名
で

す
。 企

画
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
す
る
際
、
必
ず
コ

ー
ス
の
下
見
が
行
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
参

加
役
員
の
場
合
、
同
じ
コ
ー
ス
を
２
回
は
歩

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
個
人
レ
ベ
ル

の
話
に
な
り
ま
す
と
下
見
の
下
見
を
す
る

役
員
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
れ
を
「
下
々
見

（
し
た
し
た
見
）
」
と
呼
称
し
て
い
ま
す
。 

下
見
の
ウ
ォ
ー
ク
は
コ
ー
ス
の
確
認
で
す

か
ら
、
か
な
り
の
雨
で
も
実
施
し
ま
す
。 

ち
ょ
っ
と
の
雨
な
ら
良
い
の
で
す
が
、
本
降

り
だ
と
大
変
。 

６
月
３
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
世
界
３

大
花
木
・
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
と
巨
樹
を
見
学
」

は
、
熱
海
駅
周
辺
を
ウ
ォ
ー
ク
す
る
魅
力
あ

る
企
画
で
し
た
。
下
見
は 

５
月
１
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
伊
東
線
の
来
宮
駅
か
ら

東
海
道
線
の
熱
海
ま
で
の
コ
ー
ス
で
し
た

が
、
す
べ
て
雨
の
中
。
と
こ
ろ
が
、
か
な
り
楽

し
か
っ
た
。
熱
海
の
デ
ィ
ー
プ
な
見
ど
こ
ろ

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 

一
つ
残
念
な
の
は
、
本
番
の
６
月
３
日
に
台

風
が
直
撃
。
ウ
ォ
ー
ク
が
中
止
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。 

  

★ 熱海のジャカランダについて 

ジャカランダは南米原産で「南半球の桜」とも呼

ばれる花木。樹高は１５ｍ、花は美しい青紫色

で、日本では５月下旬～６月上旬にかけて、ブド

ウのように房状に大量に咲く。 

２０２６年 



   2026 年 9 月～10 月（7.8月は行事はありません）スケジュール 

詳
細
は
追
っ
て 

掲
載
し
ま
す 

 

・

矢
倉
沢
往
還
を
歩
く
④ 

・

秦
野
の
東
光
寺
と
土
屋
一
族 

    
 

  

・

日
向
の
彼
岸
花
の
群
生
地
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
七
沢
路
へ 

 
 

定
番
彼
岸
花
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
後
、
七
沢
に

あ
る
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
へ
。
解
散
後

は
お
買
い
も
の
や
お
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
          

 

 

 

 

 ・

秦
野
湧
水
巡
り
と 

出
雲
大
社
相
模
分
祠 

 
 

 

 

涼
を
求
め
て
秦
野
の
湧
水
を
巡
り
な
が
ら
、

「
関
東
の
い
ず
も
さ
ん
」
な
ど
歴
史
の
あ
る

神
社
仏
閣
を
訪
ね
ま
す
。 

   
 

  

行 
 

 

事 

詳
細
は
追
っ
て 

掲
載
し
ま
す 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

追
っ
て
掲
載
し
ま
す 

10
月
28
日
（
水
） 

 10
月
13
日
（
火
） 

 9
月
25
日
（
金
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口 

8
時
30
分 

解
散 

七
沢
「
食
の
市
」
の
前 

 

12
時
頃 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 9
月
16
日
（
水
） 

≪

昼
食
休
憩
・
有
》 

集
合 

秦
野
駅
改
札
口
9
時
30
分 

 
 

 
 

解
散 

秦
野
駅
南
口 

14
時
頃 

 
 

 

 
 

 
 

 

実
施
日
・
時
刻 

 

   ★★ ★★ 難易度 

   約 4ｋｍ 約 6ｋｍ 距離 

参加費はおひとり 500円 参加費 

詳
細
は
追
っ
て 

掲
載
し
ま
す 

 詳
細
は
追
っ
て 

掲
載
し
ま
す 

 

詳
細
は
追
っ
て 

掲
載
し
ま
す 

 

伊
勢
原
駅
＝
日
向
薬
師
バ
ス
停
～
彼
岸
花

群
生
地
～
日
向
の
坊
を
歩
く
～
や
ぎ
さ
ん

牧
場
の
群
生
地
～
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ

ー
～
食
の
市
の
前
（
解
散
） 

秦
野
駅
～
弘
法
の
清
水
～
寿
徳
寺
湧
水
取

水
口
～
い
ま
い
ず
み
ほ
た
る
公
園
～
今
泉

名
水
桜
公
園
～
今
泉
神
社
～
浄
圓
寺
～
出

雲
大
社
相
模
分
祠
～
ど
う
め
い
の
泉
～
兵

庫
の
泉
～
小
藤
川
湧
水
～
ま
い
ま
い
の
泉

～
今
泉
あ
ら
い
湧
水
公
園
～
秦
野
駅
（
解

散
） 

主
な
コ
ー
ス 

コースは変更になる場合があります。また、降雨率 40％以上は中止となります。 

★ 初心者向けコース  ★★ 一般向けコース   ★★★ 健脚コース 

★★★★ 長距離・健脚コース  ★★★★★ 同左（大山山頂クラス 杖必要） 

問い合わせ（080）7382－8217・観ボラ事務局 17 時～19 時  

・ 熱中症、雨天の場合などの実施確認先：当日朝、観ボラホームページで確認できます。

または上記電話へ（朝 6時 30分～7時 30分） 

 
４ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

＊
事
務
局
の
問
合
わ
せ
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
番
号
は
下
記
に
記
載
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
当
日
朝
、
ご
自
宅
で
体
温
を
測
り
、
三
七
・
五
度
C
以

上
や
体
調
が
悪
い
場
合
は
ご
参
加
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

 

＊
掲
載
行
事
は
予
約
な
し
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

参
加
当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付
け
ま
す
。（
緑
の
帽
子
が
目
印
） 

行
程
中
の
交
通
費
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。 

＊
持
ち
物
と
服
装 

 

持
ち
物
：
弁
当
（
昼
食
休
憩
の
記
載
が
あ
る
コ
ー
ス
）
、
雨
具
、 

 

飲
料
水
、
タ
オ
ル
等
。
マ
イ
ナ
保
険
証
等
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、 

 

＊
会
員
募
集
中
！ 

入
会
金
無
料
、 

令
和
8
年
度
年
会
費 

一
、
五
０
０
円 

 

＊
年
会
費
受
付
中 

 

 
 


